
はじめに 東大寺図書館には、いまだ本格的な調査の手

が及んでいない聖教・文書類が多数存在する。現在歴史

研究室が中心となり、それらの調査を進めているところ

である。時代は近世が大半だが、なかには中世や、さら

には平安時代にまで遡るものも存在した。そこで、今回

発見した平安時代の古文書２点を紹介したい。

紹介するのは、第３函２括の１号・２号とした２点で

ある。いずれも断簡だが、紙質・筆跡等より、院政期写

の古文書とみて誤りないものである。

美作御封結解勘文 第３函２括１号は、美作御封結解勘

文の断簡である。現状は竪２６．０㎝横３０．６㎝の楮紙１紙で

ある。尾欠だが、実はその末尾は、東大寺成巻文書第９８

巻９１４号の、長治元年（１１０４）七月廿日付の断簡に接続し、

一通の完結した文書となる（図５８。以下、A文書と呼ぶ）。全

体では全長５４．７㎝、続紙２紙の文書である。釈文を右頁

に掲げ、内容を表１にまとめた。また、この文書は成巻

文書９１５号（以下、B文書と呼ぶ）と深い関係を持っている

ので、B文書の釈文私案も並べて掲出した１）。

若干の解説を加える（表１参照）。A文書は、a～gで収

入について記す。a「本米」のうち、d「加賃」とf「納所

得分」を除いた額が、g「正米」として東大寺に収納され

るべき分である。h～jが支出で、k・lが残額である。ただ

し、計算ミスとおぼしき部分が少々ある（表１備考e・h

の≒の計算）。また残額の一部がl「納所未進」と表現され

るのは、実際には米が東大寺の蔵でなく、納所に収納さ

れていることを示している２）。墨書した後、全体を朱筆に

て校合しており、特にj′「判書」の額は朱書でより少な

く訂正している。それに応じ、h′＝支出合計額とl′「納

所未進」＝残額も変動している。

B文書は、A文書を修正して作成された結解と考えら

れる。収入に関しては、A文書の計算ミスが修正されて

いる（g→「定」）以外は、Aと同一である３）。しかし支出は

Aとは一致せず（h・h′→「所下」）、Aの朱書よりもさらに

少ない額としている。支出は多数の判書を集計したもの

なので４）、その算定に苦労しているようである。

観世音寺文書 第３函２括２号は現状では、縦２８．８㎝横

３５．２㎝の楮紙１紙である。その内容より、本断簡は保安

元年（１１２０）に書写された観世音寺文書案文５）の奧に据え

られた、大宰府官人の署判であることは明らかである。

この断簡の奧裏書には「船越塩釜」６）とある。これは文

書の内容を示すが、これを観世音寺文書目録（『平安遺

文』第１１巻補２９９号文書）と対照すると、目録の「船越御庄

三巻」中の「一通 塩釜例文 員弐枚」に対応すること

が判明する。その文書は承和８年（８４１）正月１６日筑前国

牒案（『平安遺文』第１巻６７号文書）に当たるので、本断簡は

その文書の末尾部分に当たるはずである。この文書は現

在寺外に流出しているが、２紙より成り、末尾が切断さ

れているので７）、そこに本断簡が接続するはずである。た

だしこの文書は、東京大学史料編纂所の影写本の中にも

尊勝院文書の一通として収められているが、そこには本

断簡も接続した状態で描かれている。よって切断はその

後のことかと思われる。

実はA文書後半部も、東大寺が買い戻した流出文書で

ある。今回の２断簡は流出文書に接続した点が共通する。

しかしそれ以上の事情は現時点では明らかにしがたい。

おわりに 東大寺は資料の宝庫であり、その伝存過程も

一つの歴史である。今後も資料の整理・紹介に務めてい

きたい。 （吉川 聡）

注
１）従来の釈文は『大日本古文書』家わけ第１８東大寺文書之９参照。
２）佐藤泰弘「東大寺の組織と財政」（『日本中世の黎明』京都大学学術
出版会、２００１、初出１９９７）参照。

３）B文書の加賃額の欠損部は『大日本古文書』では九石二斗と推
測しているが、A文書に従い、十一石二斗とすべきである。

４）当年の判書は、その相当数が現在に伝存している。『平安遺
文』第４巻１５３４号～１６０７号文書、第１０巻補１９８号文書。

５）森哲也「観世音寺文書の基礎的考察」『九州史学』第１２７号、
２００１。

６）「釜」字は何かのヘンを書きかけた後、右傍に「釜」字を記す。
７）堀池春峰「堂本四良氏蔵・東大寺文書について」『古代文化』第
５巻第５号、１９６０。

表１ 美作御封結解勘文（A文書）の計算

種目 升 備考

収

入

a 合本米 ２３６．５４８０ =b+c
b 官米 １９９．４２８０
c 塩代官米 ３７．１２００
除

d 加賃 １１．２６４０
e 運上 ２２５．２８５０ ≒a－d＝２２５．２８４０
f 納所得分 ２０．４８００
g 正米 ２０４．８０５０ =e－f≒a－d－f＝２０４．８０４０

支

出

h ――― （２００）．１５１５ ≒i+j＝２００．１５１０
h′（朱書） （１９）６．７５１０ =i+j′

i 大湯屋作
料内立用 ３２．２８００

j 判書 １６７．８７１０
j′ 同朱書 １６４．４７１０ j－j′＝３．４０００

残

額

k 倉残塩代米 ４．００００
l 納所未進 ０．６５３５
l′ 同 朱書 ４．０５４０ l－l′＝－３．４００５

g＝h+k+l＝２０４．８０５０
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図５８ 美作御封結解勘文（Ａ文書）３：１０
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